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 先週はＦＲＢが利下げを示唆したことでＮＹダウが大きく反発しました。 

さらに、５月の雇用統計が悪かったことで金融政策が緩和に転じるとの見方が強まり、株

価にとっては追い風が吹いています。 

 為替については、米国の利下げはドル安円高要因となるため円高リスクが高まってくる

可能性もあります。 

 また、メジャーＳＱのある週末にかけて乱高下の可能性もあるので荒い動きにも注意し

たいです。 

 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１０７円台で底打ちとなるかどうかがポイントです。 

早期に１０９円台を回復できれば円高リスクは遠のきそうです。 

１０７．８－１０８．６円のレンジをどちらにブレイクするかに注目したいです。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も先週安値を割り込まなければ下落はおさまりそうです。 

日足で見るとトレンドはまだ下向きのものも多いので、慎重にトレードしたいです。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では１－３月期ＧＤＰ（改定値）、機械受注などがあります。 

米国では消費者物価指数、小売売上高、鉱工業生産、ミシガン大学消費者信頼感指数など

が発表されます。 

欧州ではドイツで消費者物価指数、ユーロ圏でドラギ・ＥＣＢ総裁発言、鉱工業生産など

があります。 

ほかには、トルコとスイスで政策金利の発表などがあります。  


